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議員名 担当 
開催地区 小林小校区 

 溝口 誠二 司会進行 

参加人数 ３９人 
◎柳 康美 活動報告（総務文教） 

報告書作成 

開 催 日 平成２６年５月２１日（水）  牟田 昭三 活動報告（経済産業） 

開催時間 午後７時～午後８時４０分  中神 義久 活動報告（市民厚生） 

会  場 中央公民館 大ホール  穴見 嘉宏 記録 

そ の 他  

担

当

班 

 赤下 健次  

                       ◎班代表者 

意見交換会の内容     ※□市民の意見 ■議員の意見 

テーマ① ごみ収集業務への取り組み 

【意見交換の概要】 

□ ごみの分別作業に苦労しているので簡素化できないのか。（特に、高齢者等にとって

は大変な作業である。） 

□ 組未加入者への対応や加入促進で、行政と区長間で対応に差がある。 

□ ごみ収集業務をＮＰＯ法人赤とんぼに委託した理由は。 

□ 民間に委託して直営よりも事業費が高くなったが、何のために委託したのか。 

□ 議会はなぜ赤とんぼに決定したのか。議決までの経緯はどうだったのか。 

■ ごみ収集運搬等業務は平成 25 年度から委託しています。９月定例会で平成 25 年度

決算について審査いたします。ごみ収集については、市民からいろいろな意見が出さ

れていますので、今後、委員会等を通して慎重に審査し、議会としても議論を深めて

いきます。 

【行政の主な取組】 

 ごみ収集運搬事業費 平成 26 年度当初予算 約 1 億 7,375 万円 

  ごみ収集運搬等業務は平成 25 年度から平成 27 年度まで委託契約しています。 

テーマ② 
にぎわいのある中心市街地への取り組み 

（中心市街地活性化基本計画の策定） 

【意見交換の概要】 

□ 「駅伝のまち」小林にちなんだロードレース大会やクロスカントリコースを活かし

た大会を開催し、民宿を育てては。（Ｉ・Ｊターンを増やす） 

□ 若者を引きつける施設（料理教室ができるスペースやオープンカフェ）を整備して

は。 

□ 農作物販売所（ＪＡの百笑村）等の人気施設をもってくる（人の往来を増やすため）。 

□ 小林駅南北通路の開設よりも、まずは駅北の活性化策を考えるべきでは。 

■ 一般質問や委員会審査を通して、地域の意見をより強く伝えていきます。 

 

様式１ 



【行政の主な取組】 

 小林駅周辺整備事業費 平成 26 年度当初予算 約 2 億 8,411 万円 

  平成 26 年度から平成 28 年度までの３ヶ年事業。今年度は駅前広場、観光・地域交

流センター、交番の測量設計、小林駅舎取壊工事、ＪＲバス駅前駐車場及び駅舎の土

地購入を実施する。小林駅南北自由通路の開設はＪＲ九州に工事を委託する。 

  経済産業委員会では３月議会において、関係各課の連携や新設される中心市街地活

性化協議会とも十分協議を行い、事業を進めてほしいとの意見を伝えています。 

 中心市街地活性化推進事業費 平成 26 年度当初予算 約 1,434 万円 

  総合的な「まちづくり」のあり方を、行政、市民、商工業者など協働により再検証

し、商店街や人の流れを考えたソフト面、駅周辺整備、看護専門学校の誘致、新庁舎

建築等のハード面の両面から全てを盛り込んだ「まちづくり計画」＝「中心市街地活

性化計画」を策定する。 

テーマ③ 協働によるまちづくりへの取り組み（きずな協働体） 

【意見交換の概要】 

□ きずな協働体について具体的に説明してほしい。 

□ 市民が行政を動かすようになれば良いと思う。 

□ 議員がまちづくりを進めるために旗振り役を努めるべきではないか。 

□ 新庁舎建設の件、現庁舎の跡地に建設することにこだわらずに、まちづくりのため

にも、もう一度じっくり検討すべきではないか。 

■ 「にっこばまちづくり協議会」の設立や活動内容を報告しました。さらに、今年度

の「きずな協働体」への取り組みとして須木地区、野尻地区、細野校区の進捗状況を

説明しました。 

【行政の主な取組】 

校区協議会設立モデル事業費 平成 26 年度当初予算：約 1,192 万円 

  地域のあらゆる団体が連携した新たな地域コミュニティ（きずな協働体）を設立し、

地域住民総意のもと地域課題の解決に向けた活動を支援する。 

  モデル地区（須木・野尻地区・細野中学校区）並びに新たな導入地区におけるきず

な協働体設立に向けた支援を行うとともに、設立後の安定的かつ継続的な運営を支援

するため、事務局員の配置や事務所の設置に係る必要な資金の交付を行う。 

 ※平成 24 年度から事業を開始しています。 

自由意見自由意見自由意見自由意見のののの交換交換交換交換    

□ 電磁波の影響が心配なので、早く条例をつくってほしい。 

□ 市立病院の赤字解消のために、赤十字病院に経営を委ねたらどうか。 

■ 自由意見については、全議員で情報を共有し、今後、一般質問や委員会審査の中に

活かしてまいります。 

議会活動報告議会活動報告議会活動報告議会活動報告へのへのへのへの意見意見意見意見 

□ 市の財政状況、その他(福祉、農業など)が分かる資料を添付してほしい。 

■ 広報広聴委員会で検討します。    

 


